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議会だ よ り

　
　
委
員
の
同
意
等

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員

　
字
有
明

　
　
江
　
端
　
由
佳
里
　
氏

（
再
任
）

■
農
業
委
員
会
委
員

 字
初
山
別

　
 佐
藤
　
　
實
　

氏

 字
初
山
別

　
 原
　
　
洋
己
　

氏

 字
明
里
　
 金
田
　
　
進
　

氏

 字
明
里
　
 立
田
　
幸
男
　

氏

 字
有
明
　
 立
野
　
保
治
　

氏

 字
明
里
　
 小
林
　
清
秀
　

氏

 字
千
代
田

　
 木
村
　
　
茂
　

氏

 字
共
成
　
 渡
辺
　
一
光
　

氏

 字
明
里
　
 長
坂
　
栄
一
　

氏

 字
　
栄
　
 山
本
　
　
誠
　

氏

 字
有
明
　
 江
端
　
健
一
　

氏

※
掲
載
順
は
、
受
付
順
。

■
人
権
擁
護
委
員

　
字
初
山
別

　
　
永
　
井
　
範
　
子
　
氏

（
再
任
）

　
６
月
議
会
定
例
会
は
、
６
月
　
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

１２

　
村
長
提
出
の
議
案
は
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
を
は
じ
め
、
条
例
の
制
定
、
一

般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
　
件
で
、
い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し

１０

ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
加
藤
議
員
・
三
谷
議
員
・
髙
場
議
員
の
３
名
が
村
政
の
執
行
に
つ
い
て
、
村

長
・
教
育
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
２
件
を
可
決
し
、
関
係
行
政
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。

提 出 議 案 と 審 議 結 果

結果案　　　件　　　名議案番号

同　意
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を

求めることについて
同意第１号

同　意
農業委員会委員の任命につき同意を求めることに

ついて
同意第２号

適　任
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

いて
諮問第１号

報告済
専決処分の報告について〔損害賠償の額の決定につ

いて〕
報告第１号

可　決
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の

制定について
議案第２５号

可　決
初山別村手数料徴収条例の一部を改正する条例の

制定について
議案第２６号

可　決

初山別村家庭的保育事業等の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例の制定

について

議案第２７号

可　決令和２年度一般会計補正予算（第２号）議案第２８号

可　決令和２年度介護保険特別会計補正予算（第１号）議案第２９号

可　決
令和２年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号）
議案第３０号

委

員

の

同

意

等



　
　
条
例

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

→
労
働
基
準
法
の
規
定
に
よ

る
所
要
の
改
正
。

■
初
山
別
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

→
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に

よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関

係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び

に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び

効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政

手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信

の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
改

正
。

■
初
山
別
村
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正

→
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正
。

　
　
補
正
予
算

■
一
般
会
計

◇
６
３
８
６
万
３
千
円
を
追

加
し
、　

億
５
１
８
６
万
５

２８

千
円
に
。

○
墓
地
管
理
用
備
品
購
入
費

垢
 髙
場
議
員

　
村
営
墓
地
は
何
カ
所
あ
り
、

備
品
は
何
を
購
入
す
る
の
か
。

茅
 大
水
住
民
課
長

　
村
営
墓
地
は
、
共
成
と
初

山
別
の
２
カ
所
あ
り
、
備
品

は
、
草
刈
機
を
購
入
す
る
。

○
新
規
漁
業
就
業
者
支
援
対

策
事
業
補
助
金

垢
 髙
場
議
員

　
こ
の
補
助
金
の
内
容
は
。

茅
 向
井
経
済
課
長

　
現
在
１
名
の
方
が
漁
業
研

修
を
開
始
し
て
お
り
、
そ
の

方
に
対
す
る
住
宅
料
、
国
保

税
、
国
民
年
金
保
険
料
の
費

用
に
対
す
る
助
成
金
。

○
感
染
防
止
対
策
事
業
者
協

力
交
付
金

垢
 斉
藤
議
員

　
今
ま
で
感
染
予
防
し
て
き

た
事
業
者
に
対
策
を
継
続
す

る
こ
と
を
お
願
い
し
交
付
す

る
の
か
、
新
た
に
対
策
を
講

じ
た
事
業
者
に
交
付
す
る
の

か
。

茅
 向
井
経
済
課
長

　
６
月
中
旬
か
ら
８
月
末
ま

で
の
取
り
組
み
期
間
を
設
定

し
、
そ
の
期
間
で
感
染
予
防

対
策
の
取
り
組
み
を
し
て
い

た
だ
い
た
事
業
者
に
対
し
交

付
す
る
。

垢
 斉
藤
議
員

　
商
工
会
員
の
事
業
者
も
高

齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
上
手

く
申
請
手
続
き
が
出
来
な
い

方
も
い
る
と
思
わ
れ
る
。
役

場
と
事
業
者
が
直
接
や
り
と

り
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
商

工
会
を
使
う
の
か
。

茅
 向
井
経
済
課
長

　
事
業
者
数
も
少
な
く
、
村

の
方
で
直
接
手
続
き
上
の
や

り
と
り
を
相
談
を
含
め
な
が

ら
行
う
。

垢
 髙
場
議
員

　
感
染
防
止
対
策
の
対
象
と

な
る
予
防
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
あ
る
の
か
。

茅
 向
井
経
済
課
長

　
３
蜜
を
避
け
る
取
り
組
み

を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
る
。

例
示
を
お
示
し
し
、
出
来
る

範
囲
で
協
力
を
お
願
い
す
る
。

　
　

■
介
護
保
険
特
別
会
計

◇
７
８
万
７
千
円
を
追
加
し
、

１
億
６
５
４
８
万
７
千
円
に
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計

◇
６
６
４
万
円
を
追
加
し
、

１
億
９
３
８
４
万
円
に
。

　
　
そ
の
他

■
専
決
処
分
の
報
告
〔
損
害

賠
償
の
額
の
決
定
〕

→
平
成
　
年
８
月
６
日
発
生

２１

の
み
さ
き
台
公
園
ゴ
ー
カ
ー

ト
場
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償

　
損
害
賠
償
の
額

　
　
　
　
２
万
４
７
７
２
円

　
　
意
見
書
案

　
村
議
会
は
、
次
の
２
件
の

意
見
書
案
を
可
決
し
、
関
係

行
政
庁
へ
意
見
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

■
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長

産
業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

 提
出
者
 長
谷
川
幸
廣
議
員

 賛
成
者
 山
本
　
康
男
議
員

 賛
成
者
 鎌
田
　
健
治
議
員

■
介
護
従
事
者
の
全
国
を
適

用
地
域
と
し
た
特
定
最
賃
の

新
設
を
求
め
る
意
見
書

 提
出
者
 髙
場
志
津
子
議
員

 賛
成
者
 三
谷
　
博
子
議
員

 賛
成
者
 山
本
　
康
男
議
員

韻

議会だ よ り

意

見

書

案

そ

の

他

補

正

予

算

条

例

会
議
録
の

閲
覧
が
で
き
ま
す

　
議
会
だ
よ
り
は
、
議
会

の
議
決
の
状
況
や
審
議
の

概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
て
お
り
ま
す
が
、
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
会
議
録

の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ネ
ッ
ト
の
閲
覧
が
出

来
な
い
方
は
、
議
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
ど
な
た
で
も
議
会
を
傍

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
是
非
、
お
気
軽
に
傍
聴

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
緯
６
７
・
２
２
１
１

　
■
議
会
だ
よ
り
は
、
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

議
会
を

　
傍
聴
し
ま
し
ょ
う

次
の
定
例
会
は

　
９
月
　
日
で
す

１７



吋

議会だ よ り
 

水
産
ク
ラ
イ
シ
ス
（
危
機
）

に
直
面
す
る
現
状
に
お
け
る

水
産
振
興
に
つ
い
て

議
員
 日
本
の
総
漁
獲
量
は
、

昭
和
　
年
か
ら
昭
和
　
年
ま

４７

５９

で
世
界
第
１
位
の
水
産
業
大

国
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
を

ピ
ー
ク
に
３
分
の
１
へ
と
急

速
に
減
少
し
、
近
年
に
お
い

て
も
不
漁
が
報
じ
ら
れ
る
な

ど
話
題
は
総
じ
て
暗
い
も
の

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の

要
因
の
一
つ
と
し
て
高
齢
化

と
そ
れ
に
伴
う
後
継
者
不
足

が
あ
る
と
考
え
る
。

１
坩
執
行
方
針
に
お
い
て
、

漁
業
経
営
の
安
定
化
に
向
け

て
持
続
的
漁
業
経
営
支
援
事

業
に
よ
る
助
成
を
行
う
と
表

明
し
て
い
る
。

①
本
事
業
は
、
平
成
　
年
度

３０

か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
３

年
間
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
実
績
、
事
業
に
占

め
る
助
成
割
合
と
そ
の
効
果

を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

る
か
。

②
令
和
３
年
度
以
降
の
事
業

の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
か
。

２
坩
執
行
方
針
に
お
い
て
、

高
齢
化
す
る
漁
業
者
に
お
け

る
漁
業
経
営
の
安
定
化
と
述

べ
て
い
る
。

①
漁
業
者
の
高
齢
化
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
認
識
を
も
っ
て

い
る
か
。

②
漁
業
に
限
ら
ず
後
継
者
対

策
は
非
常
に
大
切
で
あ
り
、

難
し
い
こ
と
も
承
知
し
て
い

る
。
今
年
度
、
新
規
就
業
者

が
研
修
に
入
っ
て
お
り
、
定

着
を
期
待
し
て
い
る
が
、
支

援
体
制
、
制
度
・
助
成
は
ど

の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
か
。

村
長

１
①
こ
れ
ま
で
　
経
営
体
か

１８

ら
　
件
の
利
用
が
あ
り
、
１

２２
０
９
５
万
円
を
助
成
し
て
い

る
。
事
業
費
に
占
め
る
助
成

割
合
は
　
坩４
％
で
あ
り
ま

１２

す
。
効
果
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
漁
業
者
が
助
成
事
業
を

利
用
さ
れ
、
一
定
の
効
果
は

あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

１
②
今
後
に
つ
い
て
は
、
漁

業
者
の
経
営
状
況
を
注
視
し
、

必
要
な
対
策
の
検
討
を
関
係

機
関
と
連
携
し
、
漁
業
者
の

声
を
聞
き
な
が
ら
進
め
る
。

２
①
漁
業
者
の
大
部
分
は
、

後
継
者
が
い
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
お
り
大
変
憂

慮
し
て
い
る
。
漁
業
に
限
ら

ず
家
族
継
承
は
、
社
会
情
勢

の
変
化
等
で
大
変
難
し
く

な
っ
て
お
り
、
担
い
手
づ
く

り
の
新
し
い
仕
組
み
の
必
要

性
を
強
く
認
識
し
て
い
る
。

２
②
新
規
就
業
者
の
支
援
体

制
は
、
村
水
産
業
振
興
対
策

協
議
会
が
主
体
と
な
り
、
今

年
か
ら
新
た
に
始
ま
っ
た
村

新
規
漁
業
就
業
者
支
援
事
業

の
認
定
を
受
け
、
研
修
を
開

始
し
て
い
る
。
研
修
で
は
指

導
す
る
親
方
を
募
集
し
、
登

録
さ
れ
た
親
方
と
研
修
生
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
実
践
的

な
指
導
に
よ
る
漁
業
技
術
の

習
得
を
図
る
。
ま
た
、
研
修

期
間
中
は
、
国
及
び
道
の
制

度
を
活
用
し
、
船
舶
や
無
線

の
免
許
取
得
に
係
わ
る
費
用

の
助
成
や
、
住
宅
料
等
に
対

し
て
助
成
す
る
な
ど
生
活
支

援
を
行
い
ま
す
。

一
問
一
答

議
員
 漁
船
の
機
関
更
新
は
、

１
千
万
円
を
超
え
、
現
状
の

１
０
０
万
円
が
上
限
で
は
１

割
以
下
の
助
成
割
合
と
な
る
。

漁
業
経
営
の
安
定
化
の
た
め

に
は
、
漁
船
の
大
型
化
は
大

切
な
課
題
で
あ
る
。
設
備
投

資
に
対
す
る
支
援
制
度
の
拡

充
は
、
漁
業
の
持
続
的
な
経

営
に
不
可
欠
と
考
え
る
が
。

村
長
　
も
っ
と
制
度
を
充
実
し
て

ほ
し
い
と
い
う
声
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
全
体
的
な
取
り

組
み
の
中
で
、
関
係
機
関
等

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
聞
き
、

漁
業
者
が
将
来
希
望
を
持
て

る
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

議
員
 新
規
漁
業
者
が
経
営

を
開
始
す
る
場
合
、
経
営
委

譲
が
叶
わ
な
い
時
に
は
、
漁

船
等
一
式
を
揃
え
る
こ
と
に

な
り
、
資
金
づ
く
り
が
課
題

に
な
る
。
支
援
事
業
で
は
、

１
５
０
万
円
が
限
度
で
あ
る

が
、
商
工
業
の
起
業
者
等
支

援
補
助
金
で
は
５
０
０
万
円

が
限
度
と
な
っ
て
い
る
。
漁

業
者
を
支
援
の
対
象
と
し
て

拡
充
で
き
な
い
か
。

村
長
　
後
継
者
対
策
が
極
め
て
重

要
と
思
っ
て
い
る
。
助
成
の

内
容
、
支
援
の
仕
組
み
が
少

し
で
も
定
着
で
き
る
よ
う
、

漁
業
者
、
北
海
道
、
国
と
連

携
し
た
中
で
日
本
の
水
産
、

北
海
道
の
水
産
大
国
と
し
て

の
立
場
が
守
れ
る
よ
う
検
討

し
た
い
。

議
員
 世
界
の
流
れ
は
健
康

志
向
に
目
が
向
い
て
き
て
お

り
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か

す
た
め
に
も
漁
業
者
支
援
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
長
　
日
本
の
食
料
を
生
産
す
る

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
極
め

て
重
要
で
あ
る
。
漁
業
を

し
っ
か
り
守
っ
て
い
く
と
い

う
強
い
思
い
で
あ
る
。

一

般

質

問

Ｑ　支援事業の拡充は、漁業の持続的な

　　経営に不可欠と考えるが

Ａ　皆さんの意見を聞き、将来の希望を
　　　　持てる仕組みが出来ればと考える

加藤　一裕　議員



 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
つ
い
て

議
員
 感
染
拡
大
を
最
小
限

に
抑
え
る
に
は
、
自
治
体
の

初
期
に
お
け
る
き
め
細
か
な

対
策
が
必
要
と
思
う
の
で
考

え
を
伺
う
。

１
具
体
的
な
予
防

①
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
情
報
は
、
各
種

給
付
金
と
公
共
施
設
の
対
応

の
み
で
あ
っ
た
。
地
域
・
住

民
へ
の
周
知
は
十
分
か
。

②
公
共
施
設
の
対
応
は
、
河

川
敷
の
利
用
に
つ
い
て
リ
ン

ク
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
村

と
し
て
具
体
的
な
感
染
防
止

策
、
利
用
ガ
イ
ド
の
周
知
徹

底
が
急
務
と
考
え
る
が
。

２
感
染
に
係
わ
る
対
応

①
感
染
の
疑
い
が
あ
る
場
合

の
具
体
的
な
判
断
基
準
や
対

応
窓
口
の
周
知
、
迅
速
に
対

応
で
き
る
体
制
は
構
築
さ
れ

て
い
る
か
。

②
感
染
者
が
出
た
場
合
、
国

か
ら
の
指
示
を
待
つ
以
外
に

村
で
で
き
る
こ
と
は
な
ん
な

の
か
。

③
感
染
者
や
感
染
者
の
家
族
、

住
民
の
不
安
解
消
の
た
め
の

心
の
ケ
ア
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

３
事
業
者
・
住
民
へ
の
支
援

①
感
染
拡
大
に
よ
る
事
業
者

や
住
民
の
被
害
の
実
態
を
把

握
し
て
い
る
か
。

②
感
染
終
息
ま
で
長
期
間
に

渡
る
と
予
想
さ
れ
る
。
よ
り

一
層
の
支
援
が
必
要
と
思
う

が
。

４
教
育
現
場
へ
の
今
後
の
対

応　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い

て
、
本
村
は
教
員
数
が
少
な

く
掛
か
る
負
担
も
大
き
い
。

管
内
や
道
と
連
携
・
協
力
が

必
要
と
思
う
が

村
長

１
①
事
業
者
に
関
す
る
情
報

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
農

協
・
漁
協
・
商
工
会
を
通
じ

提
供
さ
れ
て
お
り
、
個
人
に

対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、

特
別
定
額
給
付
金
等
は
実
施

済
み
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の

支
援
策
に
つ
い
て
は
、
後
日

広
報
お
し
ら
せ
版
で
周
知
予

定
で
あ
る
。

１
②
村
の
施
設
に
お
け
る
感

染
予
防
策
は
、
国
が
示
す
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
拠
し
て
お

り
、
各
施
設
に
必
要
事
項
を

掲
示
し
て
い
る
。

２
①
感
染
症
で
あ
る
と
疑
わ

れ
る
場
合
、
帰
国
者
・
接
触

者
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す

る
こ
と
と
な
る
。
症
状
の
目

安
や
相
談
セ
ン
タ
ー
の
連
絡

先
等
は
お
し
ら
せ
版
、
生
活

支
援
メ
ー
ル
で
都
度
お
知
ら

せ
し
て
い
る
。

２
②
③
感
染
者
が
出
た
場
合
、

北
海
道
と
連
携
し
、
ケ
ア
を

行
い
、
状
況
に
よ
り
ケ
ー
ス

バ
イ
ケ
ー
ス
と
な
る
た
め
、

具
体
的
な
対
応
は
北
海
道
と

協
議
の
う
え
決
定
す
る
こ
と

に
な
る
。
患
者
本
人
や
家
族

で
対
応
で
き
な
い
場
合
、
消

毒
資
材
の
提
供
、
作
業
支
援

な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

３
①
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、

随
時
、
各
産
業
団
体
、
福
祉

団
体
か
ら
聞
き
取
り
を
し
把

握
し
て
い
る
。

３
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
に
よ
る
諸
施
策
を
実

施
予
定
で
あ
り
、
今
後
２
次

配
分
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

村
内
の
今
後
の
推
移
を
見
極

め
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
対
策

を
検
討
す
る
。

教
育
長

４
管
内
や
道
と
の
連
携
は
必

要
不
可
欠
と
考
え
て
お
り
、

教
員
の
研
修
を
充
実
さ
せ
、

ま
た
、
家
庭
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
を
含
め
効
果
的
な
運

用
方
法
等
を
整
備
し
、
具
体

的
な
活
用
方
法
を
再
検
討
し

て
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
に
対
応

で
き
る
環
境
の
構
築
に
努
め

る
。

一
問
一
答

議
員
 施
設
の
利
用
を
他
の

地
域
の
方
は
自
粛
願
う
だ
と

か
、
村
民
を
守
る
た
め
規
制

は
出
来
な
い
か
。

村
長
　
１
番
大
事
な
の
は
村
民
が

う
つ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

施
設
の
利
用
方
法
を
色
々
深

く
検
討
し
な
が
ら
対
応
し
た

い
。

議
員
 感
染
を
拡
大
さ
せ
な

い
た
め
広
報
活
動
、
不
安
解

消
が
必
要
と
思
う
。
村
が
全

力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う

対
応
が
必
要
と
思
う
が
。

村
長
　
国
全
体
で
起
こ
っ
て
い
る

感
染
症
は
、
国
・
都
道
府
県

の
対
応
が
大
前
提
で
あ
る
が
、

国
・
道
と
連
携
が
必
要
で
あ

り
、
今
後
ど
ん
な
形
で
対
応

策
を
考
え
て
い
く
か
色
ん
な

知
見
を
深
め
検
討
し
た
い
。

議
員
 長
期
化
が
予
想
さ
れ

る
が
、
今
後
村
独
自
の
支
援

は
ど
の
程
度
予
定
し
て
い
る

か
。

村
長
　
国
の
第
２
次
補
正
で
ど
う

い
っ
た
活
動
が
可
能
か
検
討

し
、
村
単
独
と
し
て
行
う
必

要
が
あ
る
場
合
は
、
柔
軟
に

検
討
し
た
い
。

右

議会だ よ り

一

般

質

問

Ｑ　事業者・住民へより一層の

　　　　　支援が必要と思われるが

Ａ　今後の推移を見極めながら

　　　　　　　　 さらなる対策を検討する
三谷　博子　議員
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
と
今
後
の
フ
レ
イ
ル

対
策
に
つ
い
て

議
員
 道
の
緊
急
事
態
宣
言

解
除
を
受
け
て
、
公
共
施
設

の
使
用
が
可
能
と
な
り
、
不

安
を
抱
え
な
が
ら
諸
事
業
の

再
開
が
始
ま
っ
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
渦
中
の
フ
レ
イ
ル
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

１
坩
フ
レ
イ
ル
対
策
に
特
化

し
た
事
業
の
新
設

　
高
齢
者
は
、
３
ヶ
月
あ
ま

り
の
自
粛
生
活
に
よ
り
体
力

や
栄
養
面
で
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
る
。
今
後
免
疫
力
を
高

め
る
た
め
運
動
や
栄
養
教
室

を
新
設
し
、
３
地
域
で
の
細

や
か
な
支
援
が
必
要
と
思
わ

れ
る
が
い
か
が
か
。

２
坩
高
齢
者
へ
の
マ
ス
ク
配

布
の
必
要
性

　
本
村
で
は
高
齢
者
に
と
っ

て
い
ま
だ
マ
ス
ク
の
購
入
が

難
し
い
側
面
が
続
い
て
い
る
。

今
後
、
外
出
の
機
会
が
多
く

な
り
十
分
な
マ
ス
ク
の
備
え

は
安
心
面
か
ら
も
必
須
で
あ

る
。
高
齢
の
独
居
の
方
や
夫

婦
の
み
世
帯
へ
配
布
を
行
っ

て
は
い
か
が
か
。

３
坩
敬
老
会
の
開
催

　
今
ま
で
の
開
催
方
法
で
は

３
密
防
止
の
観
点
か
ら
開
催

が
危
ぶ
ま
れ
る
。
か
つ
て

行
っ
て
い
た
３
地
域
で
の
開

催
や
３
回
に
分
け
て
の
開
催

な
ど
工
夫
し
、
楽
し
み
に
し

て
い
る
高
齢
者
の
期
待
に
応

え
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、
現

時
点
で
の
考
え
は
。

４
坩
地
域
さ
さ
え
愛
活
動
の

団
体
支
援

　
公
共
施
設
開
放
を
受
け
、

さ
さ
え
愛
活
動
の
模
索
が
始

ま
っ
て
い
る
。
各
団
体
に
聞

き
取
り
調
査
を
し
、
取
り
組

み
が
継
続
で
き
る
よ
う
感
染

予
防
物
資
等
の
支
援
が
望
ま

し
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

村
長

１
坩
外
出
機
会
が
減
少
し
た

高
齢
者
に
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
等
を
定
期
的
に
配
布
し
、

自
宅
で
で
き
る
運
動
等
を
指

導
し
、
身
体
機
能
、
認
知
機

能
の
低
下
防
止
す
る
事
業
を

実
施
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
以

外
に
新
た
に
設
定
す
る
考
え

は
な
い
が
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
な
ど
を
小
さ
な
地
域
区
分

で
実
施
し
て
ほ
し
い
な
ど
の

要
望
が
あ
れ
ば
、
マ
ン
パ

ワ
ー
等
を
精
査
の
う
え
検
討

す
る
。

２
坩
高
齢
者
に
聞
き
取
っ
た

範
囲
で
は
、
一
部
を
除
き
充

足
し
て
い
る
と
の
回
答
で

あ
っ
た
。
現
段
階
で
は
高
齢

者
へ
の
マ
ス
ク
の
配
布
は
考

え
て
い
な
い
が
、
今
後
、
状

況
が
変
化
し
た
段
階
で
検
討

し
た
い
。

３
坩
６
月
下
旬
ま
で
に
感
染

状
況
の
推
移
や
３
蜜
を
避
け

た
形
で
開
催
で
き
る
か
総
合

的
に
判
断
し
た
い
。
３
地
区

に
分
け
て
の
開
催
や
開
催
回

数
を
増
や
し
て
の
開
催
は
、

３
蜜
を
避
け
る
こ
と
が
で
き

る
か
、
感
染
リ
ス
ク
を
高
め

る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
、
従

来
の
開
催
方
法
と
の
比
較
も

必
要
と
考
え
ま
す
の
で
、
案

の
一
つ
と
し
て
検
討
し
た
い
。

４
坩
今
後
活
動
を
再
開
す
る

団
体
か
ら
必
要
と
な
る
物
資

等
を
聞
き
取
り
、
必
要
に
応

じ
て
供
給
し
支
援
し
た
い
。

一
問
一
答

議
員
 今
回
の
臨
時
交
付
金

に
よ
り
、
お
う
ち
で
で
き
る

頭
と
体
の
元
気
体
操
運
動
を

文
面
で
指
導
す
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
そ
れ
を
見
て
高
齢

者
の
方
が
自
ら
学
ん
で
も
ら

う
と
い
う
こ
と
か
。

村
長
　
高
齢
者
が
外
に
出
な
く
て

も
自
ら
健
康
づ
く
り
を
す
る

と
い
う
こ
と
の
背
中
を
押
し

て
あ
げ
る
と
い
う
意
味
で
情

報
、
或
い
は
題
材
を
提
供
す

る
考
え
で
あ
る
。

議
員
 一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
方
は
村
内
で
し
か
買
い

物
を
し
な
い
の
で
、
マ
ス
ク

は
充
足
さ
れ
て
い
な
い
側
面

も
あ
る
。
ま
た
、
不
安
を
抱

え
な
が
ら
頑
張
っ
て
生
活
し

て
い
る
。
再
度
聞
き
取
り
を

行
い
、
村
と
し
て
温
か
い
手

を
差
し
伸
べ
る
と
い
う
こ
と

で
マ
ス
ク
の
配
布
も
一
つ
の

手
段
と
思
う
が
。

村
長
　
高
齢
者
の
お
か
れ
て
い
る

立
場
も
十
分
理
解
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
色
々
考
え
る
中
で

マ
ス
ク
を
配
布
す
る
以
外
に

マ
ス
ク
の
入
手
方
法
な
ど
を

具
体
的
に
知
ら
せ
る
こ
と
も

長
引
く
対
応
策
と
し
て
必
要

と
思
う
。
情
報
提
供
な
ど
、

ど
う
い
っ
た
方
法
が
良
い
か

検
討
を
深
め
た
い
。

議
員
 敬
老
会
に
つ
い
て
、

各
地
域
の
会
館
で
行
う
と
対

象
人
員
も
少
な
く
、
日
頃
顔

を
合
わ
せ
て
い
る
地
域
の
人

た
ち
が
主
と
な
る
。
開
催
で

き
る
方
向
で
工
夫
と
知
恵
を

出
し
て
行
う
方
法
を
考
え
る

余
地
は
あ
る
の
か
。

村
長
　
敬
老
会
に
つ
い
て
は
、
ど

う
い
っ
た
こ
と
が
本
当
に
良

い
方
法
な
の
か
、
色
ん
な
角

度
か
ら
考
え
、
開
催
方
法
を

検
討
し
た
い
。

一

般

質

問

Ｑ　高齢者世帯へ

　　　　　マスクの配布を行っては

Ａ　現段階では考えていない
　　　　　状況が変化した段階で検討する

髙場　志津子　議員



烏

議会だ よ り
　
　
臨
時
議
会

◆
第
１
回
臨
時
会

（
５
月
　
日
）

２９

〇
初
山
別
村
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
改
正

→
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
特
例
的
な
対

応
策
と
し
て
傷
病
手
当
金
を

創
設
す
る
た
め
の
改
正
。

〇
初
山
別
村
介
護
保
険
条
例

の
一
部
改
正

→
介
護
保
険
法
施
行
令
及
び

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
た
者
の
介

護
保
険
料
を
減
免
す
る
た
め

の
改
正
。

〇
初
山
別
村
後
期
高
齢
者
医

療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正→
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
伴
う
改
正
。

〇
初
山
別
中
学
校
大
規
模
改

修
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
・
契
約
の
金
額

　
　
　
　
３
億
３
６
０
万
円

　
・
契
約
相
手

　
　
初
山
別
・
工
藤
特
定

　
　
　
　
工
事
共
同
企
業
体

　
　
代
表
者
　
初
山
別
土
建

　
　
　
　
　
　
　
株
式
会
社

　
　
代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　
麻
里
　
隆
三

〇
豊
岬
地
区
農
業
集
落
排
水

施
設
汚
泥
処
理
設
備
更
新
工

事
請
負
契
約
の
締
結

　
・
契
約
の
金
額

　
　
　
　
１
億
２
３
０
万
円

　
・
契
約
相
手

　
　
株
式
会
社
西
原
環
境

　
　
　
　
　
　
北
海
道
支
店

　
　
支
店
長
　
中
井
　
泰
弘

　
　
定
期
監
査
報
告

　
令
和
２
年
度
定
期
監
査
を

６
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
の

２２

２６

５
日
間
実
施
。

　
監
査
委
員
　
野
村
　
英
雄

　
監
査
委
員
　
山
本
　
康
男

１
　
監
査
対
象

　
令
和
元
年
度
分
に
係
る
財

務
に
関
す
る
事
務
及
び
一
般

事
務
。

２
　
監
査
方
法

　
各
部
局
に
求
め
た
資
料
並

び
に
関
係
書
類
の
閲
覧
及
び

担
当
者
か
ら
の
説
明
を
求
め

た
。

３
　
監
査
結
果
報
告

　
財
務
に
関
す
る
事
務
及
び

必
要
と
認
め
る
一
般
事
務
は

良
好
に
処
理
さ
れ
て
お
り
、

事
業
の
執
行
も
適
正
と
認
め

る
。

委
 員
 長
　
三
谷
　
博
子

副
委
員
長
　
長
谷
川
幸
廣

委
　
　
員
　
山
本
　
康
男

委
　
　
員
　
加
藤
　
一
裕

議
会
報
発
行

　
　
　
特
別
委
員
会

　
今
年
の
冬
は
、
雪
が
少
な

く
春
が
早
か
っ
た
け
ど
、
４

月
寒
い
日
が
多
く
、
そ
し
て

今
、
雨
が
多
い
よ
う
に
思
う
。

牧
草
の
収
穫
が
進
ま
ず
、
も

う
す
ぐ
牧
草
の
花
が
咲
い
て

品
質
の
悪
い
物
に
な
り
そ
う

で
す
。
雨
が
降
る
と
続
く
、

こ
れ
も
異
常
気
象
で
す
が
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
異
常
気
象

の
せ
い
で
す
か
？
目
に
見
え

な
い
大
変
手
強
い
化
け
物

か
？
　
み
ん
な
自
粛
自
粛
で
家
の

中
に
閉
じ
込
も
っ
て
い
る
の

で
、
ス
ト
レ
ス
が
貯
ま
り
に

貯
ま
っ
て
ド
ン
と
発
散
し
た

い
で
し
ょ
う
け
ど
も
う
少
し

待
っ
て
。
色
々
解
除
に
な
り

少
し
は
良
く
な
っ
た
け
ど
今

少
し
の
我
慢
で
す
。
今
出
来

る
こ
と
を
も
う
少
し
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

（
文
責
・
長
谷
川
幸
廣
）

　
編
集
後
記

臨

時

議

会

定

期

監

査

報

告

議　会　の　う　ご　き

定期監査（監査委員・２６日迄５日間）２２５　　月

北るもい漁業協同組合初山別支所鮮度保持施設整
備事業本体工事地鎮祭（議長）

２３
羽幌町外２町村衛生施設組合議会臨時会（斉藤議
員・羽幌町）

８

留萌地域総合開発期成会臨時総会及び地元要望
（議長・留萌市）

２５例月出納検査（監査委員）２１

７　　月北留萌消防組合議会臨時会（加藤議員・羽幌町）
２８

総務経済常任委員会（委員長外委員多数及び議長）１５
羽幌町外２町村衛生施設組合議会臨時会（斉藤議
員・羽幌町）

留萌地域総合開発期成会道庁要望及び知事との懇
談会（議長・札幌市）

１６

議会運営委員会（委員長外委員全員及び議長）

２９ 例月出納検査（監査委員）第１回臨時会（議長外議員全員）

議会報発行特別委員会（委員長外委員全員）議会全員協議会（議長外議員全員）

各会計決算審査、財政健全化判断比率等審査（監
査委員・３１日迄５日間）

２７６　　月

留萌管内町村議会議長会臨時総会（議長）３１第２回定例会（議長外議員全員）１２

例月出納検査（監査委員）１９



羽

７月のこんなことあんなこと

今月のほしっこくらぶは

　☆じゆうあそび

　☆よみきかせ　　でした。

　　　　　　　（７月１日）

　学校運営協議会委員による初山別小・中学校の授

業参観を行いました。初山別中学校は６月２６日（金）、

初山別小学校では７月１日(水)に、両校の学校公開

日を活用する形で実施しました。出席した委員は、

各学校の校長より、学校経営方針の説明を受け、そ

の後、授業参観を行い、授業の進め方や元気に学習

する児童生徒の雰囲気を身近で感じ取っていました。

　委員からは、「目指す生徒の姿を達成するために、

非常に考えられた授業でした。」「発表のルール、人

の意見への反応、積極的に意見を出そうとする姿勢

がすばらしかったです。」などの感想を寄せてくれま

した。

ほしっこくらぶ －７月号－

コミュニティ・スクール

　　～小・中学校の授業参観～
中
学
校
で
の
参
観
の
様
子

小
学
校
で
の
参
観
の
様
子

防災学校（７月３日）
　小学校・中学校にて、防災学校が行われ、地震が発生した際の避難訓練、消防署、役場

による防災や災害が起こったときの対応などについての講演がありました。

　先生の指導のもと小学生は中学校体育館へ、中学生は多目的室へ避難しました。いつ起

こるか分からない災害に備え、避難経路などをご家族で話し合っておくことも大切です。

初参加のしおりちゃん

８月の「ほしっこくらぶ」は５日、

１９日に自然交流センター２階

小ホールにて開催予定です。



　今年もまた各地で大規模な水害により死者や行方不明者が多数

出てしまう惨劇になってしまいましたが、その報道の中で「孤立集

落」といった言葉が耳に入ってきました。初山別村においても「十

数年に一度の…」級の雨が降り、川が氾濫！橋が流失！なんてこと

になると「孤立」となることも考えられます。孤立となると負傷

者等の治療、生活物資（水、食料、寝具等）不足が懸念されます。重

症者であれば要請により航空機による緊急搬送対応となるでしょ

うが、物資輸送については当面期待できないことがあり得ます。

備蓄用の水や食料などは３日分ではなく、７日分程は備蓄するこ

とが望まれております。「備える」→「日常で使う」→「使った分

だけ買い足す」といったローリングストックという備蓄の新しい

方法でしっかりと備えておきましょう。

　どうも「写真が気になって文章が入ってこない」でお馴染みの

桑原です。毎月違う写真を使っていく計画だったのですが、手違

いで早くも頓挫してしまいました。今月からまた写真を変えてい

きます。あと禁酒ができません。

　正直初めは協力隊のページとか誰も見てないだろって思ってま

した。まぁいても６人くらいかなって(笑)　それが村の人はもち

ろん、今は村にいない元協力隊の人たちまで見てくれているようで。いま思えば村のホーム

ページからも見ることもできるので、実質世界中の人が見ることができる、つまり「７０億の

広報」な訳ですね、、、あまりふざけすぎないようにしないと。

　それでは、今月も推して参ります！勝機を零すな！掴み取れ！

　こんにちは。金髪兄ちゃんこと高塚です。冬に中学生のみんなとやったハスカップクレー

プづくり体験を今度は小学生（高学年？）のみんなとやることになりました。今度は教育委

員会の方と一緒にやります。レシピも改めて改良し、前回の失敗を生かせるようにしたいで

すね。本来は自分たちでハスカップを摘んだものをジャムにする予定だったそうですが、ハ

スカップの状況から８月は厳しいそうなので、あらかじめ摘んだハスカップを使っての調理

実習（？）になるみたいです。楽しみです！

　協力隊では７月上旬から中旬にかけて、農水産物加工試験研究センターの松田さんご指導

のもと、ハスカップ収穫作業に取り組みました。

　試合前の下馬評では機動力を活かしたプレーが注目されていましたが、毎年出場を果たさ

れている常連の方々を前に初回から収穫量で圧倒的点差をつけられ、最後まで必死に球に喰

らいつくも粘りのプレーむなしく歴史的大敗を喫しました。そして、僕らの夏は幕を閉じま

した。

　今年は様々な影響によりとても残念な結果になってしまいましたが、来年こそはハスカッ

プも、本場甲子園も、アツい夏を迎えられたらいいですね。

今月のアルバム：The New Abnormal/The Strokes　

　なんもなんも倶楽部や福寿会の集まりにもちょこちょこ参加させていただいて、少しずつ

皆さまとご一緒できる機会が増えてうれしく思う今日この頃です。研修先の木下さんの果樹

園では梅、りんご、梨、プラムの実も大きくなり、さくらんぼの実も赤くなっています。

　８月にある、れらかふぇでは果樹園の果物を使ってお菓子を作らせてもらう予定です。

　暑い日が続いておりますが、熱中症など気をつけてお過ごしください。

《事務所》
多世代交流拠点施設

繋小屋
電話・F AX ６７－ ２７１７
ｓｓｂ． ｏｋｏｓｈｉ＠ｇｍａｉｌ． ｃｏｍ

ｆａｃｅｂｏｏｋページ
ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ． ｆａｃｅｂｏｏｋ．
ｃｏｍ/ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ．ｏｋｏｓｈｉ

迂

備えあれば…

夏ですね

この一球にかける夏

８月にまたハスカップクレープ作ります

常在戦場

丑谷　哲也
任期：２年目
担当地区：有明

桑原努力志
任期：２年目
担当地区：初山別

高塚　　望
任期：２年目
担当地区：豊岬

池本凌太郎
任期：１年目
担当地区：初山別

荻原　光央
任期：１年目
担当地区：豊岬



・
水
分
補
給
を
忘
れ
ず
、
無
理
の
な

い
範
囲
で
体
を
動
か
す

　
高
齢
者
や
子
ど
も
、
障
害
者
の

方
々
は
、
症
状
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ

な
か
っ
た
り
、
明
ら
か
な
症
状
が
出

な
か
っ
た
り
す
る
た
め
、
十
分
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。（

保
健
師
　
大
水
）

・
日
傘
や
帽
子
を
使
用
す
る

・
涼
し
い
服
装
に
す
る

・
エ
ア
コ
ン
を
利
用
す
る
等
、
部
屋

の
温
度
を
調
整
す
る

・
感
染
症
予
防
の
た
め
、
換
気
扇
や

窓
を
開
放
し
て
換
気
を
行
う

②
適
宜
マ
ス
ク
を
は
ず
し
ま
し
ょ
う

・
屋
外
で
人
と
十
分
な
距
離
（
２

メ
ー
ト
ル
以
上
）
を
確
保
で
き
る

場
合
は
、
マ
ス
ク
を
は
ず
す

・
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
時
は
、

負
荷
の
か
か
る
作
業
や
運
動
を
避

け
、
周
囲
の
人
と
の
距
離
を
十
分

に
と
っ
た
上
で
マ
ス
ク
を
は
ず
し

休
憩
を
と
る

③
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う

・
の
ど
が
渇
く
前
に
水
分
を
補
給
す
る

・
１
日
最
低
で
も
１
坩２
リ
ッ
ト
ル

を
目
安
に
す
る

・
大
量
に
汗
を
か
い
た
場
合
は
、
塩

分
も
忘
れ
ず
に
摂
る

④
日
頃
か
ら
健
康
管
理
を
し
ま
し
ょ
う

・
日
頃
か
ら

体
温
測
定
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う

・
体
調
が
悪
い
と
感
じ
た
時
は
、
無

理
せ
ず
自
宅
で
静
養
す
る

⑤
暑
さ
に
備
え
た
体
作
り
を
し
ま

し
ょ
う

・
暑
く
な
り
始
め
の
時
期
か
ら
適
度

に
運
動
を
す
る

　
必
ず
し
も
熱
が
加
わ
る
灼
熱
の
よ

う
な
状
況
で
な
く
て
も
発
症
す
る
恐

れ
が
あ
り
、
換
気
の
悪
い
室
内
や
寝

て
い
る
う
ち
に
発
症
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

■
熱
中
症
の
症
状
と
対
応

　
熱
中
症
を
疑
う
症
状
と
し
て
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
め
ま

い
・
頭
痛
・
吐
き
気
・
嘔
気
・
倦
怠

感
・
筋
肉
痛
・
筋
肉
の
硬
直
・
大
量

の
発
汗
・
け
い
れ
ん
・
意
識
障
害
・

失
神
・
手
足
の
運
動
障
害
・
高
体
温

な
ど
で
す
。

　
も
し
、
熱
中
症
を
疑
う
よ
う
な
症

状
が
あ
れ
ば
、

①
涼
し
い
場
所
へ
避
難
し
、
服
を
ゆ

る
め
体
を
冷
や
す

②
水
分
や
塩
分
を
補
給
す
る

③
安
静
に
し
、
十
分
休
息
を
と
る

④
失
神
や
意
識
障
害
が
あ
る
場
合
は

す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ぶ

⑤
水
分
を
自
力
で
十
分
と
れ
な
か
っ

た
り
、
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合

は
医
療
機
関
を
受
診
す
る

■
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う

・
暑
い
日
や
時
間
帯
は
無
理
を
し
な
い

・
日
陰
を
利
用
す
る

■
「
新
し
い
生
活
様
式
」

　
　
　
に
お
け
る
熱
中
症
予
防

　
北
海
道
で
も
や
っ
と
夏
ら
し
い
天
気

が
続
く
よ
う
に
な
り
、
熱
中
症
に
注

意
が
必
要
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
出
現
に
伴

い
、
感
染
予
防
の
３
つ
の
基
本
で
あ
る

①
身
体
的
距
離
の
確
保
②
マ
ス
ク
の

着
用
③
手
洗
い
や
「
３
密
（
密
集
、
密

接
、
密
閉
）」
を
避
け
る
な
ど
の
「
新
し

い
生
活
様
式
」
で
熱
中
症
予
防
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
熱
中
症
と
は
？

　
暑
い
環
境
や
体
温
が
下
が
り
に
く

い
環
境
で
、
体
温
調
整
機
能
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
体
に
熱
が
こ
も
っ
て
し

ま
う
状
態
を
「
熱
中
症
」
と
い
い
ま

す
。

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

雨

　
留
萌
海
上
保
安
部
で
は
７
月
１
日

か
ら
８
月
　
日
ま
で
海
の
夏
季
安
全

３１

推
進
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
マ
リ
ン

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
も
本
番
を
迎
え
、

夏
休
み
に
は
釣
り
に
行
か
れ
る
方
も

多
く
な
り
ま
す
が
、
釣
り
を
す
る
際

に
は
、
足
を
滑
ら
せ
海
中
転
落
と
い

う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
周
り
の

状
況
を
確
認
し
十
分
注
意
す
る
と
と

も
に
、
気
象
の
把
握
、
複
数
で
の
行

動
に
心
が
け
、
安
全
な
釣
り
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
小
型
船
舶
を
運
航
さ
れ
る

方
は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用

と
と
も
に
、
機
関
・
船
体
の
発
航
前

おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

海
の
夏
季
安
全
推
進
活
動



点
検
、
運
行
中
の
常
時
適
切
な
見
張

り
を
行
い
、
万
一
の
た
め
の
連
絡
体

制
の
確
保
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
自
己
救
命
策
３
つ
の
基
本
】

①
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用

②
携
帯
電
話
な
ど
の
連
絡
手
段
の
確
保

③
海
の
も
し
も
は
１
１
８
番

問
い
合
わ
せ
先

留
萌
海
上
保
安
部
交
通
課

　
緯
０
１
６
４
儿
４
２
儿
０
４
１
４

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
海
上
保
安
大
学
校
採
用
試
験

　
　
　
　
　
　
　
（
広
島
県
呉
市
）

■
受
験
資
格

①
２
０
２
０
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
２

年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

②
２
０
２
１
年
３
月
ま
で
に
高
等
学

校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
者

③
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
の
課

程
を
修
了
し
た
者
で
あ
っ
て
、
２
０

２
０
年
４
月
１
日
に
お
い
て
当
該
課

程
を
修
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
等

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

■
受
験
申
込
受
付
期
間

〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
２
０
２
０
年
８
月
　
日（
木
）～

２７

　
９
月
７
日（
月
）【
受
信
有
効
】

〇
郵
送
・
持
参

　
２
０
２
０
年
８
月
　
日（
木
）～

２７

　
８
月
　
日（
金
）【
消
印
有
効
】

２８

■
試
験
区
分
・
種
目
（
第
１
次
試
験
）

〇
大
学
校

・
基
礎
能
力
試
験
（
多
肢
選
択
式
）

・
学
科
試
験

　
（
多
肢
選
択
式
・
記
述
式
）

・
作
文
試
験

■
試
験
日
及
び
試
験
地

〇
第
１
次
試
験

　
２
０
２
０
年
　
月
　
日（
土
）～

１０

３１

　
　
月
１
日（
日
）の
２
日
間

１１
〇
試
験
地

　
札
幌
市
、
函
館
市
、
小
樽
市
、
旭

川
市
、
釧
路
市

※
人
事
院
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
申

込
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jo/juken.
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試
験
の
問
い
合
わ
せ
先

第
一
管
区
海
上
保
安
部
人
事
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
樽
市
）

　
緯
０
１
３
４
儿
２
７
儿
０
１
１
８

　
令
和
２
年
２
月
以
降
に
収
入
が
減

少
し
た
場
合
、
令
和
２
年
度
（
令
和

２
年
７
月
か
ら
令
和
３
年
６
月
ま

で
）
に
つ
い
て
国
民
年
金
保
険
料
の

臨
時
特
例
免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

令
和
元
年
度
の
申
請
を
さ
れ
た
場
合

で
あ
っ
て
も
、
再
度
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
申
請
方
法
や
申
請
書
等
は
日
本
年

金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.n
e
n
k
in
.g
o
.jp
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…
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…
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…
…
…

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
道
税
の
納
税
や
申
告
等

が
困
難
な
場
合
に
は
、
次
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
道
税
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最

寄
り
の
総
合
振
興
局
、
振
興
局
又
は

道
税
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
納
税
の
猶
予
に
つ
い
て

　
事
業
収
入
の
減
少
等
に
よ
り
道
税

を
一
時
に
納
税
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
っ
て
１
年
以
内
の
期
間
に

限
り
納
税
の
猶
予
が
適
用
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
告
期
限
等
の
延
長

　
道
税
の
申
告
・
申
請
・
請
求
等
に

つ
い
て
、
期
限
ま
で
に
行
う
こ
と
が

困
難
な
場
合
は
、
申
請
に
よ
っ
て
そ

の
期
限
が
延
長
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
感
染
拡
大
防
止
に
よ
る
窓
口
の
混

雑
緩
和
の
た
め
、
郵
送
や
電
子
申
告

等
（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
、
Ｏ
Ｓ
Ｓ
）
の
積

極
的
な
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

 道
税
　
コ
ロ
ナ
 　
で
検
索

問
い
合
わ
せ
先

留
萌
振
興
局
税
務
課

 緯
０
１
６
４
儿
４
２
儿
８
４
１
８

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働

者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む

中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛

金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に

貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で

卯

海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入

が
減
少
し
て
い
る
方
へ

道
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度



働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か

ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば

業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　
加
入
で
き
る
事
業
主

　
・
建
設
業
を
営
む
方

　
対
象
と
な
る
労
働
者

　
・
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

　
掛
金

　
・
日
額
３
１
０
円

■
特
徴

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

申
し
込
み
手
続
は
簡
単
で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す

が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必

要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上

全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企

業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

■
建
退
共
制
度
の

　
　
特
例
措
置
の
お
知
ら
せ

　
建
退
共
で
は
、
地
震
等
に
よ
り
災

害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
皆
様
に
対

し
、
各
種
手
続
の
特
例
措
置
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

■
建
退
共
か
ら

　
　
事
業
主
の
皆
様
へ
の
お
願
い

・
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労
日

数
に
応
じ
て
適
正
に
貼
付
し
て
下

さ
い
。

・「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」
を
所

持
し
て
い
る
労
働
者
が
、
建
設
業

界
を
引
退
す
る
と
き
は
、
忘
れ
ず

に
退
職
金
を
請
求
す
る
よ
う
指
導

し
て
下
さ
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
、

制
度
説
明
用
動
画
、
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
建

退
共
制
度
の
知
り
た
い
情
報
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ア
ク
セ
ス

し
て
ご
覧
下
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
建
退
共
北
海
道

支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
緯
０
１
１
儿
２
６
１
儿
６
１
８
６

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

北
海
道
警
察
官
募
集
中

１
　
試
験
概
要

『
令
和
２
年
度
第
２
回
北
海
道
警
察

官
採
用
試
験
実
施
日
程
等
』

〇
採
用
予
定
人
員
　
４
２
０
名
程
度

　
　
男
性
Ａ
区
分
　
１
６
０
名
程
度

　
　
男
性
Ｂ
区
分
　
１
５
５
名
程
度

　
　
女
性
Ａ
区
分
　
　
　
　
名
程
度

５０

　
　
女
性
Ｂ
区
分
　
　
　
　
名
程
度

５５

〇
受
付
期
間

　
７
月
１
日（
水
）～
８
月
　
日（
金
）

２１

〇
第
一
次
試
験
日

　
９
月
　
日（
月
・
祝
日
）

２１

〇
第
二
次
試
験
日

　
　
月
下
旬
か
ら
　
月
中
旬

１０

１１

２
　
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

〇
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
、
そ
ん
な

思
い
を
持
っ
て
い
る
方
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
悪
は
許
せ
な
い
、
困
っ
て
い
る
人

を
助
け
た
い
、
北
海
道
の
た
め
に
働

き
た
い
、
そ
ん
な
思
い
を
持
っ
て
い

る
方
々
、
私
た
ち
と
一
緒
に
働
き
ま

せ
ん
か
。

〇
あ
な
た
の
個
性
を
存
分
に
生
か
せ

る
フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
り
ま
す
。

　
警
察
官
と
い
う
仕
事
に
は
た
く
さ

ん
の
任
務
と
役
割
が
あ
り
ま
す
。
交

番
勤
務
や
刑
事
、
鑑
識
、
白
バ
イ
、

サ
イ
バ
ー
犯
罪
捜
査
、
機
動
隊
、
音

楽
隊
な
ど
…
。

　
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が
、
そ
の
役

割
を
果
た
す
力
と
な
り
ま
す
。

〇
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
！

　
仕
事
の
や
り
が
い
だ
け
で
は
な
く
、

私
生
活
の
充
実
も
大
切
に
し
て
い
る

組
織
で
す
。道
内
の
他
の
公
務
員
よ
り

高
い
給
与
体
系
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で

は
な
く
、
充
実
し
た
休
暇
制
度
や
育

児
・
介
護
に
関
す
る
制
度
も
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。仕
事
も
私
生
活
も
充

実
さ
せ
た
い
、
北
海
道
警
察
は
そ
ん

な
あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り
の
組
織
で
す
。

〇
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

チ
ェ
ッ
ク
！

問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
警
察
本
部

採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
緯
０
１
２
０
儿
８
６
０
儿
３
１
４

水
難
の
防
止
 

　
（
水
難
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
）

煙
指
定
さ
れ
た
遊
泳
区
域
内
で
、
泳

ぎ
ま
し
ょ
う
。

煙
子
供
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

煙
体
調
不
良
時
や
飲
酒
後
は
泳
が
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

煙
釣
り
を
す
る
時
は
、
必
ず
救
命
胴

衣
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

煙
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
は
遊
泳
区
域
内

に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

羽
幌
警
察
署

　
緯
０
１
６
４
儿
６
２
儿
１
１
１
０

鵜

羽
幌
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ



受付時間応援医師等（変更の場合もあります。）金木水火月令和２年９月外来診療体制

８：００～１１：００

〇〇〇〇

内科第１診察室予約
優先

午
　
　
前

消化器内科　佐々尾医師〇

呼吸器・禁煙外来
重原医師（４日・１８日完全予約制）

〇

（第４水曜日２３日は休診）〇〇〇〇〇
内科第２診察室

完全予約制
循環器内科（第４水曜日 ２３日）
留萌市立病院　高橋医師

〇予約制

８：００～１１：００
砂川市立病院　木村医師（日程未定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇
内科・外科・整形外科
（総合診療医）

予約外

予約制引野医師（７日）〇

整形専門外来予約制 予約制穴口医師（４日・１８日）〇

予約制八島医師（９日・１７日・２３日）〇〇

完全予約制
佐々尾医師〇フレイル外来

予約制

午
　
　
後

呼吸器・禁煙外来
重原医師（４日・１８日完全予約制）

〇内科（呼吸器・禁煙外来）

１３：３０～１５：００（整形専門外来診療日は内科のみ）〇〇〇内科・外科・整形外科（総合診療医）予約優先

完全予約制渡部医師（８日）〇

整形専門外来予約制 完全予約制穴口医師（３日・１７日）〇

完全予約制覺田医師（１１日・２５日）〇

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大医師（日程未定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師
（１日・８日・１５日・２９日）

〇婦人科（毎週火曜日）

全日
完全予約制

旭川医大医師
（１日・２日・８日・１５日・１６日・２９日）

〇
予約検査
のみ

〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師（３日・１０日・１７日・２４日）〇泌尿器科（毎週木曜日）

完全予約制札幌医大医師（２日・１６日・３０日）〇耳鼻咽喉科（第１・３・５水曜日）

８：００～１１：００札幌医大医師（４日・１１日・１８日・２５日）〇皮膚科（毎週金曜日）

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

窺

消費者生活に関する相談は、
消費者ホットラインへ

0570－064－370
平日は、北海道立消費生活
センター、土日祝日は、国
民生活センターにつなが
ります。

一人で悩まず、

まずは相談してください。

※外科と整形外科の外来は、午前は緊急性のある方のみとなり、定期受診や関節注射は午後となります。

※木村医師の総合診療は、希望された方全てに対応できない場合があります。

※平成３１年４月から、「胃がんリスク健診（保険外診療）」を始めました。

※予約制で、人間ドックは水曜日、特定健診及び生活習慣病健診は月～木曜日に実施しています。

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地（電話　０１６４－６２－６０６０）

ひとのうごき

～令和２年７月末～

人口と世帯数
人口 １,１４０人
　　　（＋２人）
 男 ５４５人
 女 ５９５人
 世帯数 　５４６世帯 
　　　（＋１世帯）

（　） は前月比

お 誕 生

６／３０　細　野　 陽 　 斗 （初山別）
はる と

（父：竜太　母：昇子）



～フレップクイズ～未来予想！

　初山別村民憲章　　きまりを守り、力を合わせ心にうるおいのある村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。
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● 今月の主な行事予定 ●
（８／１１～９／１１）

行　　　　　事　　　　　等日月
広報しょさんべつ配布（８月号）１１昇

８

月

乳幼児健診１２昌
１３昭
１４晶

初山別村戦没者追悼式１５松
１６掌
１７捷
１８昇

ほしっこくらぶ会場開放日１９昌
予防接種２０昭
破砕ごみ・危険ごみ（初山別・千代田）２１晶

２２松
２３掌
２４捷
２５昇

広報配布（お知らせ版）２６昌
２７昭

粗大ごみ２８晶
２９松
３０掌
３１捷
１昇

９

月

ほしっこくらぶ２昌
予防接種３昭

４晶
５松
６掌
７捷
８昇

乳幼児健診９昌
１０昭

広報しょさんべつ配布（９月号）１１晶

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定されている行
事などにつきまして、中止や延期、規模縮小などの措置をとる
ことがありますのでご了承願います。

　福田さん（豊岬）に第３子、健介くん

（父…祥大、母…麻希）が誕生し、宮本村

長から出産祝金が手渡されました。これ

から元気にすくすく育ってくださいね。

出産祝金贈呈（７月２日）

●７月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

ほしっこくらぶ１昌
健診結果説明会（豊岬）２昭
健診結果説明会（初山別・有明）、防災学校３金
豊岬海水浴場清掃４松
乳幼児健診８昌
予防接種、入札９昭
初山別稲荷神社祭１２掌
初山別村漁業就業者支援協議会設立総会１５昌
農業委員会総会・辞令交付式２０捷
ほしっこくらぶ会場開放日、ふれあいサロン２２昌
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①８月３１日終了時点で、ファイターズの成績は何勝何敗になって

いるでしょうか？

②８月３１日終了時点で、ファイターズのホームラン数は合計何本

になっているでしょうか？

■応募方法

　下記ＵＲＬまたはＱＲコードよりご応募ください。

　URL：https://form.fighters.co.jp/hokkaido179_quiz2020/input

　今月は、８月の試合日程とファイターズのマスコット「フレップ」から出題されるク

イズをお届けします！

　クイズ全問正解の方から抽選で１８名様に『選手の直筆サインボール』をプレゼント！

　フレップクイズに応募してサインボールをゲットしよう！

 ※試合日程は、ファイターズホームページ「速報・結果」内の試合日程よりご確認ください。

可 H．N．F ．


